
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1008 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 論理国語 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「新論理国語」 （三省堂） 

副教材等 
「プレミアムカラー国語便覧」（数研出版） 

「常用漢字 ダブルクリア 四訂版」（尚文出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

論理的な文章を読むことで、論点を整理し、正しくとらえる力を育てることを目指します。 

きちんと板書をうつし、文章の構造を理解できるようにしましょう。 

一年次に引き続き、授業の中で漢字テストを行います。きちんと勉強してくること。 

最終的には論理的な文章を書けるようになることを目標に積極的に取り組んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

〔知識及び技能〕では、「論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句」，「文章の

種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など，文章の構成や展開の仕方」を理解することを目標と

する。〔思考力，判断力，表現力等〕の「Ｂ読むこと」では，「主張を支える根拠や結論を導 

く論拠を批判的に検討し，文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈する」ことを目標とする。 

〔主体的に取り組む態度〕では、自らの考えを発表したり、文章で表現する態度を示せるようになること

を目標とする。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

 
生涯にわたる社会生活に必要
な国語について、その特質を
理解し適切に使っている。 

 
「書くこと」，「読むこと」の各領 
域において，生涯にわたる社会生 
活における他者との関わりの中で 
伝え合う力を高め、自分の思いや 
考えを広げたり深めたりしてい 
る。 

 

 
言葉を通じて積極的に他者と関
わったり、思いや考えを深めた
りしながら、言葉のもつ価値へ
の認識を深めようとしていると
ともに、言語感覚を磨き、言葉
を効果的に使おうとしてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



※令和４年度以降入学生用 

 

 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

論点を明確にする 
ａ：言葉には、言葉そのものを認識したり説

明したりすることを可能にする働きがあるこ

とを理解している。 

ｂ[読]：文章の種類を踏まえて、資料との関

係を把握し、内容や構成を的確に捉えてい

る。 

ｃ：論証したり学術的な学習の基礎を学ん

だりするために必要な語句の量を増し、粘

り強い取り組みを行うとともに、自らの学習

を調整しようとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 
［教材］ 

「若者に友達プレッシャー」 

要旨を把握する 

ａ：文や文章の効果的な組立て方や接続の

仕方について理解を深めている。 

ｂ[読]：主張を支える根拠や結論を導く論拠

を批判的に検討し、文章や資料の妥当性

や信頼性を吟味して内容を解釈している。 

ｃ：学習の基礎を学んだりするために必要

な語句の量を増し、文章の中で使うことを

通して、語感を磨き語彙を豊かにしようとし

ている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

［教材］ 

「自分を捉え直す」 

内容や構成・論理の展開を捉え

る 

ａ：情報を重要度や抽象度などによって階

層化して整理する方法について理解を深

め使っている。 

ｂ[読]：設定した題材に関連する複数の文

章や資料を基に、必要な情報を関係付け

て自分の考えを広げたり深めたりしている。 

ｃ：語感を磨き語彙を豊かにしたり、文章の

種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開

などを的確に捉え、論点を明確にしながら

粘り強い取り組みを行うとともに、自らの学

習を調整しようとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

［教材］ 

「他者を理解する」 

主張を支える根拠を捉える 
ａ：文や文章の効果的な組立て方や接続の

仕方について理解を深めている。 

ｂ[読]：主張を支える根拠や結論を導く論拠

を批判的に検討し、文章や資料の妥当性

や信頼性を吟味して内容を解釈している。 

ｃ：言葉には、認識や思考を支える働きがあ

ることを理解したり、文章の種類を踏まえ

て、粘り強い取り組みを行うとともに、自らの

学習を調整しようとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 
［教材］ 

「一人で爆笑」 

データを整理し書き手の意図を

捉える 

ａ：文章の種類に基づく効果的な段落の構

造や論の形式など、文章の構成や展開の

仕方について理解を深めている。 

ｂ[読]：文章の種類を踏まえて、資料との関

係を把握し、内容や構成を的確に捉えてい

る。 

ｃ：文章の種類を踏まえて、資料との関係を

把握し、内容や構成を的確に捉えたりする

ことに向けた粘り強い取り組みを行うととも

に、自らの学習を調整しようとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

［教材］ 

「カタカナ語は享受すべきか」 

結論を導くための論拠を捉える 
ａ：推論の仕方について理解を深め使って

いる。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 
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４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （         ）時間 

  ・書くこと      …  （   ３０    ）時間 

  ・読むこと      …  （   ４０    ）時間 

［教材］ 

「世界のあり方」 

ｂ[読]：設定した題材に関連する複数の文

章や資料を基に、必要な情報を関係付け

て自分の考えを広げたり深めたりしている。 

ｃ：内容や構成を的確に捉えたりすることに

向けた粘り強い取り組みを行うとともに、自

らの学習を調整しようとしている。 

主張を支える事例を吟味する 
ａ：論証したり学術的な学習の基礎を学ん

だりするために必要な語句の量を増し、文

章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙

を豊かにしている。 

ｂ[読]：文章の種類を踏まえて、資料との関

係を把握し、内容や構成を的確に捉えてい

る。 

ｃ：言葉には、認識や思考を支える働きがあ

ることを理解し自らの学習を調整しようとし

ている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

［教材］ 

「それぞれのしっくりくる言葉」 

事例の役割と意味を考える 

ａ：言葉には、言葉そのものを認識したり説

明したりすることを可能にする働きがあるこ

とを理解している。 

ｂ[読]：文章の種類を踏まえて、資料との関

係を把握し、内容や構成を的確に捉えてい

る。 

ｃ：言葉には、認識や思考を支える働きがあ

ることを理解したり、文章の種類を踏まえ

て、資料との関係を把握し、内容や構成を

的確に捉えたりすることに向けた粘り強い

取り組みを行うとともに、自らの学習を調整

しようとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

［教材］ 

「多様な視点から考える」 


